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の光学装置を取り付け (図 1)、彩層現象検出に役立つ水素のスペクトル線H線 (656.3nm)
波長域で活動領域の観測 (視野約 10秒角、時間分解能約 12秒)を行った (図 2)。
東側の太陽縁付近にあった活動領域NOAA11339で、2011年 11月 3日 23時 (UT)台に
連続して起こったGOES-X線クラスM2.1及びC3.8のフレアのカーネル部の 2次元同時
分光データを取ることができた。それぞれのフレアでH線が吸収から輝線へと短時間で
変化、また大きなドップラー変位 (下降運動)を捉え (図 3参照) 2次元同時分光の有用性
を示すことができ、フレア時のコロナから彩層へのエネルギー輸送の機構を探る貴重な情
報を得ることができた。
本手法は、既存の望遠鏡・分光器を利用して簡単に面分光観測が実現できることを示し
た点でも意義が大きい。
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